
令和７年４月１日現在の県内の保育所等の定員・申込者の状況等（速報値）

標記のことについて、県内の状況を取りまとめましたので、次のとおり発表します。

１ 保育所等の定員等の状況

※各市町の保育需要に地域偏在があるため、待機児童数（③）と申込者数と定員の差（②－①）

は一致しない。

２ 概況
〇 待機児童数 199人となり、前年から 57人減少。
○ 保育所等の整備を進め、保育所等定員を 340人拡大。
○ 保育所等への利用申込者は前年から 635人減少。
○ 主な市町の概況は次のとおり（括弧内の数値は待機児童増減数）
・西宮市は、認定こども園への移行など定員拡充を図ったこと等により減少
（△45人）

・明石市は、認定こども園への移行などにより定員拡充を図ったものの、申
込数が想定を上回り増加（＋6人）

・尼崎市は、保育所等の整備などによる定員拡充に加え、ＡＩやスマホによ
る利用調整の効率化などＤＸ化を推進し減少（△5）

【保育所等定員の状況】                       （単位：人）

区分
R5年度 R6年度 R7年度

（R5.4.1現在） （R6.4.1現在） （R7.4.1現在）

定 員 123,660 124,365 124,705

申込者 118,390 119,098 118,463

待機児童数 241 256 199

３ 市町別待機児童の推移

別紙のとおり

① 保育所等定員 124,705人（対前年：340人増）

②  利用申込者数     118,463人（対前年：635人減）

③  待機児童数         199人（対前年：57人減）


